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2
十
日
間
士
高
田
保
馬

土
地
所
有
の
集
中
と
分
散

話
取
抑
止
八
木
芳
之
助

一戸一一一一

心
ヘ
部
市
時
代
。
出
現
と
信
仰
の
考
察

神
将
棋
e
t

中
川
典
之
助

蛭
営
協
議
合
制
度
む
成
立

和

的

昨

ゴ

大

塚

北
支
日
系
通
貨
に
就
て

料
古
学
士
松
岡
孝
児

ア
メ
リ
カ
経
済
の
輩
蓮
と
通
貨
論
争

純
一
概
棋
士
堀
江
保
蔵

統
計
・
統
計
調
査
・
統
計
教
育

器
県
博
士
略
川
虎

貿
易
と
生
産
・
泊
費
と
の
闘
係
:
:

器
取
博
士
谷
口
吉
彦

新
岡
民
主
義
と
困
民
共
同
樫

需
品
市
博
士
石
川
興

金
融
の
動
き
と
銀
行
勘
定
の
増
減
・
・
:
・
・
総
務
軍
博
士
小
島
昌
太
郎

新
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題

五司



ア
メ
リ
カ
経
済
の
後
達
三
週
貨
論
争

堀

江

保

蔵

-
、
序

ー冒

ア
メ
リ
カ
合
衆
闘
は
、
相
官
成
汎
な
自
治
を
認
め
ら
れ
た
な
什
川
の
聯
邦
で
あ
る
が
、
経
済
的
に
見
れ
ば
、
州
の
聯
邦
と
い
ふ
よ
り

も由時
a
る
沼
葉
地
域
の
聯
郎
ぜ
あ
る
と
い
ふ
に
近
い
。
印
ち
植
民
地
時
代
よ
り
今
日
に
至
る
ま
ぜ
、

多
少
共
に
共
通
の
枇
合
的
経
済
的

干iJ

を・

tr 

る

~HI 
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r
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〉

〉

O

申
A

O

E

M
勺
主
[
て
よ
仁
唱
耳

3
y
C
Z
〆
て
干
霊
[
円
{
外
角

4
J
~
寸
差

yq

-
〉
T
L
r
R
主
:
ト
ピ
r

、
，
一
、
ゐ
l

E

J
首ヨ
E
七

手

会

U
T
d
L仁

衆
闘
は
岡
一
初
以
来
度
、
身
地
域
的
分
裂
の
危
機
に
官
同
し
、
乙
の
危
機
に
至
ら
ざ
る
ま
で
も
、
諸
島
の
粧
怖
政
策
に
関
聯
し
て
展
よ
耐

争
が
生
じ
た
。
例
へ
は
憲
法
制
定
に
際
し
で
は
、
商
エ
業
者
の
多
く
住
ず
る
東
北
部
と
農
業
を
主
産
業
と
す
る
溢
境
地
と
は
、
そ
の

集
権
的
性
質
に
闘
し
て
見
解
を
異
に
し
、
岡
有
地
底
分
問
題
に
闘
し
て
は
商
工
業
地
域
と
農
業
地
域
と
の
聞
に
宅
張
の
利
臭
あ
り
、

闘
税
問
題
に
閲
し
て
は
商
工
業
地
域
及
穀
物
農
業
地
域
と
、
棉
花
栽
培
地
域
去
の
間
に
論
争
を
生
じ
、
聯
邦
の
分
裂
に
ま
で
主
ら
ん

と
し
、
最
後
に
奴
隷
制
度
存
疑
問
題
に
闘
し
て
北
部
と
南
部
と
の
聞
に
抗
争
起
り
、
途
に
之
を
直
接
の
動
機
と
し
て
、
合
衆
圏
分
裂

の
最
後
の
且
つ
最
大
の
危
機
で
る
る
南
北
戦
争
の
勃
設
を
見
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
等
の
論
争
は
概
ね
聯
邦
主
義
乃
至
中
央
集
権

的
統
一
主
義
と
、
各
州
の
自
治
主
義
乃
至
地
方
分
構
主
義
と
の
樹
立
と
し
て
表
面
化
し
て
ゐ
る
の
で
る
っ
て
、
大
酬
聞
に
於
て
之
を
見

れ
ば
、
商
工
業
地
域
は
重
岡
た
る
中
央
政
府
の
存
立
を
主
張
し
、
農
業
地
域
は
各
州
自
治
の
間
汎
な
る
有
在
を
要
求
す
る
が
如
〈
で

ア
メ
リ
カ
経
済
の
畿
誌
と
詔
貨
論
争

第
四
十
四
巻

第

銃

九
九

ブむ

九
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ア
メ
リ
カ
経
済
の
後
遺
と
趨
貨
論
争

第
四
十
四
巻

O 
O 

第
一
旗

O 
O 

あ
る
。
認
に
論
争
の
経
済
過
程
と
政
治
過
程
と
の
密
接
左
聯
闘
を
見
る
。
誌
に
遁
ぷ
る
通
貨
論
争
も
亦
此
種
の
産
業
地
域
聞
の
抗
争

と
し
て
眺
め
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
以
下
主
と
し
て
紙
幣
及
夜
祭
銀
行
制
度
に
闘
す
る
論
争
を
述
ぺ
、
以
て
こ
の
方
尚
よ
り

ア
メ
リ
カ
経
済
の
設
遣
を
窺
ふ
こ
と
L
し
よ
う
。

ニ
、
南
北
戦
争
以
前
の
遇
貨
論
争

へ，l
J
入
3
μ
K
岡
町
引
民
一

7

f

，¥，
r
E
3下
H
-
b市
民
/
イ

一
七
九

C
年
財
務
長
官
ハ

i
作
ト

y
は
、
北
八
陶
銀
行
に
桜
し
ご
合
衆
同
銀
行
を
設
立
す
る
支
社
説
合
に
捉

出
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
健
全
な
る
銀
行
紙
幣
を
提
供
し
て
商
工
業
に
金
融
上
の
使
宜
を
輿
へ
、
且
つ
公
債
の
引
受
並
に
閥
庫
の
問

納
機
闘
と
し
て
政
府
の
財
政
活
動
を
援
助
す
る
に
あ
り
、
要
す
る
に
銀
行
は
、
岡
初
の
通
貨
の
混
飢
欣
態
を
是
疋
し
、
不
確
貨
危
る

財
政
的
某
礎
に
封
す
る
補
強
手
段
た
る
べ
〈
期
待
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
品
官
同
時
焚
朱
銀
行
と
し
て
は
憲
法
制
定
以
前
に
議
舎
の
特
許

を
得
て
創
業
せ
る

F
コ
r
D『
X
E
P
〉
ヨ
2
2
(ミ∞同
)

w

出
記
長
。
「

Z
Z
〈

2
r
(ミ∞
#
)
u

冨
E
E門
「

5
2
Z
F与
す
混
と

の

行
あ
る
に
過
ぎ
や
、
且
つ
州
自
ら
紙
幣
を
強
行
す
る
事
は
憲
訟
の
品
川
や
る
と
こ
ろ
た
り
し
を
以
て
、
通
貨
の
統
一
並
に
聯
邦
政
府
の

統
制
力
の
織
大
を
欲
寸
ろ
商
工
業
者
・
金
融
業
者
の
み
な
ら
や
，
、
荊
貨
の
膨
張
を
欲
す
る
一
部
農
業
者
も
、
右
の
銀
行
の
設
立
を
支

持
し
た
。

之
に
刻
し
て
ジ
エ
フ
ア

l
ス
ン
一
一
次
の
地
方
分
搭
主
義
者
は
、
憲
法
の
解
副
作
上
そ
の
設
立
に
反
針
し
た
。
之
よ
り
先
調
式
戦
乍
に

際
し
て
政
府
が
務
行
せ
る
紙
幣
(
の

E
E宮
ロ

z
-
2
5再
三
は
三
億
五
千
七
百
高
弗
に
上
り
、
諸
州
の
発
行
せ
る
紙
幣
も
少
・
な
か
ら
や
.

而
も
共
等
は
概
ね
ボ
換
祇
幣
た
り
し
た
め
偵
値
の
低
落
十
世
し
く
、
流
通
界
は
混
飢
欣
態
に
あ
っ
た
。
此
赦
態
が
一
方
合
衆
閥
銀
行
の



• 

設
立
を
企
闘
せ
し
め
た
所
以
で
あ
っ
た
と
共
に
、
他
方
に
は
一
七
八
七
年
制
定
の
憲
法
に
州
の
紙
幣
後
行
然
止
を
明
記
せ
し
め
た
所

以
で
あ
っ
て
、

聯
邦
政
府
の
紙
幣
務
行
も
、

そ
の
精
一
川
上
営
然
繁
ぜ
ら
る
ペ
き
事
柄
に
属
し

之
を
川
崎
市
止
す
る
明
文
存
せ
ざ
る
も
、

た
。
今
や
合
衆
図
銀
行
が
聯
邦
政
府
の
手
に
よ
っ
て
組
織
せ
ら
れ
ん
と
す
る
に
蛍
り
、

ジ
エ
フ
ア
1
ス
ン
一
抵
の
憲
法
の
構
法
解
煤

派
が
、
同
行
の
違
憲
を
主
張
し
て
そ
の
設
立
に
反
針
し
た
の
は
引
の
営
然
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
彼
等
の
反
捌
の
裏
に
は
聯
邦
銀
行
に

よ
る
州
立
銀
行
の
腰
迫
て
ふ
懸
念
が
存
し
た
。
印
ち
合
衆
国
銀
行
家
が
皮
く
流
通
す
る
と
と
に
友
れ
ば
、

そ
の
結
果
は
い
ふ
迄
も
友

く
州
京
銀
行
の
業
務
の
縮
小
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
そ
れ
は
聯
邦
政
府
の
統
制
力
の
摘
大
で
あ
り
、
各
州
川
の
自
治
の
権
限
の
縮
小
で

あ
る
。
作
成
に
於
て
地
方
分
権
主
義
者
は
ヅ
エ
ア
ア
ー
ス
ン
と
刊
に
司
行
の
設
な
に
縞
然
反
問
し
た
。
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t
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-丈
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4
1
1
1
3
t
J
:
;
F
T
P
J
'
l
J
3
5

一
f
丸
一

h
l
耳目
Z
C
M
耳
同
調
ず
二

E
h
F
E
E
-
E
F
F
U
F
R
F
R
U
P
E
E
古
市
首
起

R
F
Rハ

大
審
院
亦
聯
邦
政
府
の
銀
行
特
許
を
合
法
的
危
り
と
宣
し
、

従
っ
て
合
衆
国
銀
行
紙
幣
は
法
貨
危
る
事
が
認
め
ら
れ
た
。
翻
っ
て
右

の
銀
行
試

t
渠
に
封
ず
る
下
院
の
投
国
一
明
は
賛
成
三
十
九
に
封
し
て
反
封
二
十
で
あ
っ
て
、
反
針
投
票
巾
メ
リ

l
ラ
ン
ド
以
北
の
も
の

は
僅
か
に
一
票
で
あ
り
、
賛
成
投
票
中
同
州
以
南
の
も
の
は
僅
か
に
三
票
で
あ
っ
た
。
此
事
は
合
衆
国
銀
行
問
題
に
闘
す
る
地
域
的

叫
別
立
を
反
映
す
る
も
の
で
る
る
。
却
ち
既
に
商
工
業
・
金
融
業
等
の
相
賞
後
展
せ
る
一
二

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
中
部
諸
州
は
、
健
全

通
貨
並
に
聯
邦
政
府
の
統
制
力
の
擦
大
を
欲
せ
し
に
針
し
、
輪
出
用
農
産
物
の
栽
培
を
主
と
せ
る
南
部
諸
州
は
、
州
の
自
治
機
の
損

大
、
従
っ
て
通
貨
に
劃
す
る
州
の
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ヴ
を
欲
し
た
の
で
る
っ
て
、
前
者
の
勝
利
は
資
本
主
義
的
憲
法
制
定
の
一
つ
の
延

長
で
あ
っ
た
。

第
一
合
衆
国
銀
行
は
金
融
機
闘
と
し
て
勝
又
財
政
機
闘
と
し
て
、
よ
〈
設
立
営
初
の
目
的
を
川
市
し
た
。
併
し
二
十
ヶ
年
の
特
許
期

ア
メ
リ
カ
経
済
の
愛
建
と
詔
貨
論
争

第
四
十
四
巻

第

鏡

O 

C 
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ア
メ
リ
力
経
済
の
愛
遣
と
通
貨
論
争

第
四
十
四
巻

第
一
説

O 

O 

限
が
近
づ
く
に
及
び
、
特
許
を
更
新
す
べ
き
や
否
や
が
議
舎
の
問
題
と
た
り
、
銀
行
の
希
望
、
財
務
長
官
ガ
ラ
テ
イ
Y

の
努
カ
に
も

拘
ら
守
、
更
新
反
針
波
の
勝
利
に
節
し
た
。
彼
等
の
反
射
論
擦
は
、
銀
行
の
資
本
金
一
千
寓
弗
中
七
百
寓
弗
が
外
岡
人
に
保
有
せ
ら

れ
し
こ
と
、
及
び
か
ミ
る
銀
行
の
特
許
は
憲
法
に
違
反
す
る
乙
と
の
二
鮎
に
存
し
・
議
舎
に
於
て
は
殊
に
後
の
艶
が
強
調
せ
ら
れ
た
。

併
し
乍
ら
そ
の
裏
に
は
州
立
銀
行
の
撹
大
強
化
が
目
論
ま
れ
て
ゐ
た
事
を
見
逃
し
で
は
な
ら
た
い
、
思
ふ
に
樹
立
後
西
方
未
開
地
へ

の
開
設
移
住
活
動
印
ち
州
消
問
湖
運
動
は
闘
に
泊
裁
と
な
り
、

一
八
一
ひ
年
ま
で
に
新
た
に
ケ
ン
タ
ヤ
キ

1
・
子
、
不
シ
l
・
ォ

?
1オ

〉

1
z
t
c
:
~
。

1
正
一
ニ
州
訪

R
3
1
戸

問
自
日
ド
匙
刊
す
h
u

己
記
は
オ
地
問
州
入
の
便
宜
」
一
通
貨
の
膨
誌
を
切
笠
し
て
、
合
衆
国
銀
行
の
堅
賓
友
る
経

替
方
針
に
探
ら
や
、
州
立
銀
行
の
自
由
な
る
都
民
民
を
欲
し
た
が
、
之
が
特
許
の
更
新
に
反
到
す
る
分
権
主
義
板
、
帥
ち
聯
邦
共
和
箆

に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
一
八

一
年
第
一
合
衆
岡
銀
行
は
解
散
し
て
、
。
昨
「
ロ
己
国
民
与
な
る
一
州
立
銀
行

と
化
し
た
が
、
憲
法
解
稗
上
先
の
敗
者
が
今
や
勝
利
を
占
め
た
事
は
、
商
工
業
地
域
に
封
ず
る
農
業
地
域
の
勝
利
を
意
味
す
る
も
の

で
あ
ら
う
。

一
千
寓
弗
の
合
衆
同
銀
行
紙
幣
は
流
通
界
か
ら
姿
を
消
し
、
七
百
寓
弗
の
外
閥
資
本
も
引
上
げ
内
れ
た
か

ら
、
忽
ち
通
貨
の
依
乏
を
生
じ
た
が
、
之
を
機
舎
に
州
立
銀
行
が
痘
頭
し
た
。
蛍
時
頭
金
銀
行
主
義
は
未
だ
護
建
せ
中
、
従
っ
て
銀

同
行
の
解
散
に
よ
り
、

行
の
授
信
業
務
は
主
と
し
て
紙
幣
殺
行
の
形
式
で
行
は
れ
た
か
ら
、
同
時
に
州
立
銀
行
続
幣
の
務
行
額
も
激
増
し
た
。
而
し
て
岡
有

未
開
地
の
年
賦
排
下
制
度
二
七
九
六
|
一
八
二
O
年
)
は
益
ξ

授
信
業
務
を
積
張
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
か
-
h

る
銀
行
が
西

部
に
多
〈
設
立
せ
ら
れ
た
の
は
営
然
で
る
る
。
か
a
A

る
欣
態
は
一
通
貨
の
不
健
全
な
る
mm態
に
導
い
た
。
加
ふ
る
に
英
米
戦
争
(
一
八
一

ニ
l
一
五
年
)
に
際
し
て
、
八
千
高
弗
の
公
僚
と
三
千
六
百
七
十
高
弗
の
大
蔵
省
誇
雰
と
が
殻
行
せ
ら
れ
、
殊
に
後
者
は
租
税
上
納
に

503-4. pp Carman; ibid.， Vol. 1 



用
ひ
得
る
友
ど
通
貨
の
如
き
性
質
を
有
せ
し
た
め
、
流
通
界
は
術
立
戦
争
川
口
同
時
に
劣
ら
ざ
る
混
乱
状
態
に
陥
っ
た
。
卸
ち
一
八
一
四

年
に
は
ニ
ュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
諸
州
以
外
の
州
立
銀
行
は
殆

E
正
貨
先
換
を
停
止
し
、
た
め
に
銀
行
紙
幣
憤
値
の
蟹
動
常
な
く
、
且

つ
暴
落
の
傾
向
を
辿
っ
た
。
加
ふ
る
に
A
L
換
停
止
省
時
州
立
銀
行
に
預
託
せ
る
凶
庫
金
は
九
百
寓
弗
に
上
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
今
や

銀
行
制
度
の
不
統
一
は
金
融
上
の
み
な
ら
や
岡
山
家
財
政
の
上
に
も
危
険
な
る
事
が
痛
感
せ
ら
れ
た
。

此
放
態
に
鑑
み
て
一
八
一
六
年
に
第
一
一
合
衆
園
銀
行

3ro
出

2
0
E
C己
宮
内
戸
田

zzm
回

gr)
が
設
立
せ
ら
れ
た
。

そ
れ
は
資
本
金

を
三
千
五
百
寓
弗
と
す
る
以
外
は
、
第
一
人
位
決
闘
銀
行
の
立
宏
保
件
を
殆
ど
そ
の
ま
』
踏
襲
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
行
設
立
に
際

し
て
、
憲
法
論
争
が
殆
ど
行
は
れ
な
か
っ
た
こ
ん
」
ぱ
、
た
と
び
下
院
に
於
て
賛
成
没
禁
八
十
に
針
し
反
封
投
票
が
七
十
一
の
多
き
に

a
J
B
-
k
、
、
、

P
4
4
1
:
f
L
T
S
F
司
4
-
3
~
J
3
Hド

JEP
〉

U
7
t
H
J
と'・
b

仁
左
担
、
包
#
角
〉
斗
吐
い
f
-
r
二
え
札
九
士
件
、

J
F
司

n
d
一わ

ν
r
-
t
Eト
イ
y

《
言
耳
7
H
り
詰
戸
、
内
ロ

L
u
f
t
-
-
E
i
E
d
-
-
U
3
-
J
1
f
u
H
H
d
-
P

y
p
'
l
F司
仁
'
干
、

k
」
K

コ
t

E
J
R
U
-
-
1
一〆

5
6
4
a

表
者
の
多
く
は
、
銀
行
が
蛍
時
議
舎
に
勢
力
乞
占
め
た
る
分
権
主
義
者
の
手
中
に
入
る
事
を
恐
れ
て
、
反
針
投
援
を
翁
せ
し
程
で
あ

h
v

。
而
し
て
同
行
は
設
立
蛍
初
経
営
方
針
を
決
り
、

一
八
一
九
年
の
恐
慌
に
は
責
任
の
一
宇
を
負
は
ざ
る
を
得
ざ
る
が
如
き
事
態
を

見
た
が
、
共
後
竪
買
な
る
経
皆
方
針
に
復
し
、
経
済
界
並
に
財
政
上
第
一
合
衆
闘
銀
行
と
同
様
の
功
績
を
皐
げ
た
。

併
し
乍
ら
竪
貨
な
る
経
替
方
針
の
故
に
、

や
が
て
西
部
及
南
部
の
州
立
銀
行
と
の
問
に
敵
針
闘
係
を
生
じ
た
。
即
ち
銀
行
は
一
二

ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
は
殆
ど
紙
幣
を
務
行
せ
や
、
中
部
諸
州
に
於
て
は
後
期
に
至
る
ま
で

E
額
引
護
行
を
な
さ
・
な
か
っ
た
が
故

に
、
州
立
銀
行
と
の
聞
に
敵
封
闘
係
は
生
じ
な
か
っ
た
が
、
西
部
及
南
部
に
於
て
は
そ
の
反
針
で
あ
っ
て
、
地
方
銀
行
に
針
す
る
指

導
的
役
割
を
演
守
る
上
に
於
て
は
快
〈
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
け
れ
ピ
」
も
、
結
局
に
於
て
彼
等
を
封
立
の
地
位
に
立
た
し
め
た
の
で

あ
る
。
加
ふ
る
に
西
部
及
南
部
の
農
民
は
、
週
貨
牧
縮
に
よ
る
農
産
物
債
の
下
落
並
に
債
務
額
の
賓
質
的
増
加
て
ふ
二
軍
の
損
失
を

ア
メ

P
カ
鰹
済
自
愛
謹
曹
と
週
貸
論
争

C 

O 

第
一
一
概

第
四
十
四
巻

Hepburn; ibid.， P 93・
Dewey; ibid.. p. 153・
6) 
7) 



ア
メ

F
カ
経
済
の
溌
遣
と
通
貨
論
争

第
四
十
四
巻

O 
四

第
一
説

O 
四

蒙
る
と
と
a
A

な
っ
た
。

か
く
て
四
部
及
南
部
に
於
て
は
州
立
銀
行
も
農
民
も
合
衆
岡
銀
行
に
反
封
し
、
同
行
を
目
し
て
東
部
の
少
数

の
銀
行
家
の
手
中
に
る
る
猫
占
物
た
り
と
考
へ
、
銀
行
制
度
比
於
け
る
地
方
分
権
を
主
張
し
た
が
、
之
を
反
映
せ
る
も
の
は
著
干
の

州
の
合
衆
闘
銀
行
支
山
に
針
す
る
課
税
事
件
で
あ
っ
た
。
即
ち
一
八
一
八
年
に
メ
リ
l
ラ
ン
ド
は
同
行
支
山
の
紙
幣
に
印
紙
税
を
課

し
、
翌
年
オ
ハ
オ
l
は
州
内
の
同
行
二
-
支
山
に
五
百
高
弗
を
課
税
せ
ん
と
し
た
。
離
主
方
共
に
訴
訟
が
提
起
せ
ら
れ
、
結
局
大
審
院
は

か
L
る
課
税
を
以
て
憲
法
違
反
で
あ
る
と
宣
告
し
た
抑
、
合
衆
凶
銀
行
に
針
す
る
反
針
の
底
流
は
之
を
根
止
む
べ
く
も
・
な
か
っ
た
。

而
し
て
中
央
に
於
七
之
を
代
返
せ
る
hh
の
は
大
統
領
ジ
ヤ
グ
叶
ハ

Y
0
・
あ
あ
。
紋
は
一
八
一
一
九
年
の
戦
書
に
於
て
銀
行
の
違
憲
性
佐

述
べ
、

三
一
一
年
に
銀
行
の
特
許
更
新
法
案
が
雨
院
を
通
過
せ
る
に
も
拘
ら
や
之
を
詑
否
し
た
。
そ
の
理
由
は
特
許
の
更
新
は
事
質
上

の
組
側
占
の
纏
績
で
あ
る
乙
と
、
銀
行
の
株
主
に
債
値
る
る
賞
奥
金
を
奥
ふ
る
事
に
よ
っ
て
彼
等
を
儲
付
さ
せ
て
ゐ
る
と
と
、
外
園
人

が
株
式
の
大
部
分
を
所
持
し
、
従
っ
て
戦
時
に
は
銀
行
は
敵
に
利
肘
せ
ら
る
L
恐
れ
る
る
こ
と
、
銀
行
は
憲
法
に
違
反
す
る
と
と
等

で
あ
る
。
翌
年
大
統
領
に
再
選
せ
ら
る
L
ゃ
、
彼
は
ム
円
衆
闘
銀
行
の
特
許
期
限
満
了
せ
ざ
る
に
先
立
ち
、
政
府
預
金
を
引
上
げ
で
之

を
所
定
の
州
立
銀
行
に
取
扱
は
し
む
る
が
如
き
方
訟
を
採
り
、
結
局
議
舎
の
内
外
に
於
る
反
封
論
語
K

た
る
中
に
ジ
ヤ
ク
ス
ン
の
主

張
は
貸
現
し
て
、
第
二
合
衆
国
銀
行
は
特
許
期
限
満
了
と
共
に
解
散
し
た
の
で
あ
る
。

ジ
ヤ
ク
ス
ン
在
任
中
特
許
更
新
法
案
が
一
度

雨
院
を
通
過
せ
る
乙
と
、
並
に
彼
が
主
張
貫
徹
の
た
め
に
屡
と
財
務
長
官
の
交
迭
を
要
し
た
こ
ム
一
等
は
、
首
時
銀
行
の
重
要
性
が
一

般
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
十
彼
の
主
張
が
通
っ
た
と
と
は
民
主
士
義
・
地
方
分
擁
主

義
を
主
張
す
る
西
部
及
南
部
の
異
常
友
る
粧
済
的
護
展
を
一
不
す
も
の
と
し
て
一
任
意
す
べ
き
で
あ
る
。

(
ロ
)
州
立
銀
行
の
興
隆

第
一
合
衆
国
銀
行
設
立
首
時
州
立
銀
行
は
僅
か
三
行
に
遁

vc
た
か
っ
た
が
、
廿
丹
後
・
究
第
に
増
加
し
、

Dewey; ibid.， pp. '57-，60. 
E王epburn;ibid.， p. 112. 
8) 
9) 



殊
に
第
一
及
第
二
合
衆
同
銀
行
の
解
散
に
際
し
て
及
び
一
八
五
三
年
の
恐
慌
後
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。
之
を
大
韓
の
数
字
に
よ
っ
て

一
不
ず
に
差
の
如
く
で
る
る
。
(
金
額
草
枚
百
蔦
弗
)

年

資
本
金
額
二・五

一一一・三

四
二
・
六

八一一・
O

紙
幣
減
通
高
一了五
一0
・五

二
二
・
七

四
五
・
五

l
一
0
0
・0

行

八三三敷

一
七
九
O

一八
0
0

一
八
一
一

一
八
一
五

一
八
二
O

一
八
二
九

八一一一寸

一へ六。

O 八
へ八
O 
七

〈コ

Eヨ ~H
八ー o 
--ノ、

7rJ 

。二九
0
・七

一
四
九
・
0

七
八
八

七

L叫

ノL

V'I 

一
、
流
六

日
二
〕
同

J

E
一一
f
L

・c

一一O七・
C

貸
出
高? ? ヲ

一五
0

・0ベF

一一一一七・
C

L

川
一
一
一
凡
¥

二
、
2

一
J

A

F

P

↑.

六
九
一
・
九

此
世
一
寸
の
銀
行
に
は
地
方
に
よ
り
そ
の
経
替
方
針
・
堅
賞
さ
等
に
於
て
差
異
が
あ
っ
た
。
'
即
ち
一
一

ュ
l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
諸
州
及
-
一
ユ

l

ヨ
ー
ク
州
等
の
商
工
業
地
に
於
て
は
、
護
事
ゅ
の
基
礎
頗
る
竪
賓
た
る
上
に
、

∞ZF-r

2々
2ロ
或
は

E
P
ζ
p
z
d
-
m
Z
E
な
る
不

換
妖
幣
に
針
す
る
連
帯
鈎
却
制
度
が
設
け
ら
れ
た
が
、
西
部
及
南
部
諸
州
の
銀
行
は
慨
し
て
不
耐
性
質
・
な
る
先
換
の
基
礎
の
上
に
、
主

と
し
て
後
券
に
よ
る
授
信
業
務
を
轡
ん
だ
。
此
等
の
事
柄
は
本
稿
の
綾
湛
の
範
圏
外
に
局
す
る
が
、
法
に
一
言
す
ぺ
き
は
州
と
州
立

銀
行
と
の
闘
係
で
あ
る
。
州
立
銀
行
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
州
の
特
許
に
燦
る
も
の
で
る
る
が
、
中
に
は
州
自
ら
之
を
設
け
、
そ
の
綿

裁
も
洲
事
も
州
砕
岡
山
川
の
任
命
す
る
銀
行
が
る
っ
た
。
此
種
の
銀
行
は
、
既
に
一
八

O
六
年
ヴ
ア

l
モ

y
ト
・
ケ
Y

タ
ツ
キ

l

M
州
に

一
八
一

O
年
に
は
北
カ
ロ
ラ
イ
ナ
も
之
に
倣
ひ
、
共
後
四
部
・
南
部
に
続
々
起
さ

よ
っ
て
設
立
せ
ら
れ
、
翌
年
に
は
デ
ラ
ウ
ヱ
ア
、

ア
メ
リ
カ
経
済
白
愛
這
と
泊
貨
論
争

第
四
十
凶
巻

O 
ま五

第

披

O 
五

lIepburn; ibid.， p. 87. 127.1 Dewey; ibidリ p.154・260に褐ヤる表に探るo
I-Iepburn; ibid目， pp. 8ι7・

10) 



ア
メ
リ
カ
経
済
の
後
蓮
と
通
貨
論
争

第
四
十
回
答

O 
六

第

披

一O
六

れ
た
。
既
に
憲
法
に
於
て
州
が
紙
幣
を
護
行
す
る
事
は
耕
一
戸
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
以
上
、
か
L

る
銀
行
の
合
法
性
如
何
が
問
題
と
な
ら
ざ
る

を
得
友
い
。
岡
市
然
一
八
こ
四
年
に
は
ジ
ヨ
ル
ジ
ア
銀
行
針
第
二
合
衆
国
銀
行
の
訴
訟
が
提
起
せ
ら
れ
、
二
九
年
に
は
ケ
Y
グ
ワ
キ

l

銀
行
、
三

O
年
に
は
ミ
ヅ
l
リ
銀
行
に
針
す
る
一
市
訟
が
夫
々
起
さ
れ
、
何
れ
も
大
審
院
に
於
て
憲
法
違
反
の
宣
告
を
受
け
た
。
併
し

Z

1
・4
2
2
7
こさ「、

H
〉
り
と

t
Z
E
L
i

A
f
E
三

4
4ド
ヨ
Jty
」

H

U
一半川
U
M
h
哲
三
オ
芦

川
コ
久
同
氏
一

I

ゆ

J
1
e広司

町
ゆ
り
州
が
自
己
の
信
用
に
基
い
て
後
行
す
る
紙
幣
は
議
訟
で
あ
る
が
、

紙
幣
は
、

た
と
山
川
の
み
が
株

E
た
る
場
介
に
於
て
も

泣
一
法
な
ら
や
と
ぜ
ら
れ
た
の
マ
あ
っ
て
、
之
中
lι

機
舎
に
同
部
及
南
部
に
ほ

長【
1.
町一同
U
Z
J
9
5
-不
漁
民
幣
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

E
4
7
7
2
1
仕
っ
た

i

j

L

3

3

{

-

2

1

4

1

1
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i事i

買
に
州
が
一
部
又
は
全
部
の
株
主
と
た
っ
て
銀
行
設
立
に
参
聾
せ
し
と
と
は
、
所
謂
『
内
部
改
善
』
官
官
E
ご
E
T
2
2
0
2と
の
一

翼
を
た
す
も
の
で

b
る
d

内
部
改
善
と
は
恐
ら
く
外
部
護
展
即
ち
未
開
地
へ
の
積
極
的
友
進
出
移
住
に
針
し
て
用
ひ
ら
れ
た
言
葉
で

る
っ
て
、
即
ち
既
に
成
立
せ
る
州
内
に
運
河
・
鎖
道
・
銀
行
等
の
諸
種
の
施
訟
を
な
し
、

以
て
州
の
経
済
的
殻
展
に
資
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
特
に
西
部
双
南
部
に
新
た
に
成
立
せ
る
諸
州
の
経
済
後
展
策
に
受
賞
す
る
概
念
で
あ
る
が
、
そ
の
一
翼

た
る
銀
行
経
笹
が
憲
法
に
よ
っ
て
結
局
認
め
ら
れ
た
と
い
ふ
事
は
、
此
等
の
地
域
の
勢
力
の
接
頭
、
分
権
主
義
・
民
主
主
我
の
勝
利
を

如
寅
に
一
不
す
も
の
で
あ
っ
て
、
聯
邦
銀
行
主
義
の
敗
退
と
相
倹
っ
て
、
健
全
通
貨
論
に
封
す
る
通
貨
膨
張
論
の
勝
利
を
物
語
る
も
の

で
あ
っ
た
。

(
ハ
)
濁
立
同
庫
制
度

政
府
は
第
二
合
衆
図
銀
行
よ
り
閥
庫
金
を
引
上
げ
た
後
に
、
専
ら
所
定
の
州
立
銀
行
を
し
て
之
が
保
管

に
営
ら
し
め
、
且
つ
此
等
の
銀
行
に
岡
庫
事
務
の
取
扱
乞
委
ね
た
。
然
る
に
州
立
銀
行
の
経
替
が
多
く
不
良
左
り
し
と
と
州
連
の
如

〈
で
あ
っ
た
か
ら
、

一
八
三
七
年
の
恐
慌
に
際
し
て
は
、
大
多
数
の
州
立
銀
行
は
正
貨
支
捌
停
止
に
陥
り
、
破
綻
す
る
も
の
積
出
し
.

Dewey; ibid.， p. 160. 
Bog:a.rt， E. L.:i Economic Hh.tory of the AmE:ric~n People， p. 377・

12) 
'3) 



岡
庵
金
は
減
慣
し
た
る
銀
行
家
以
外
に
何
物
を
以
て
も
搬
出
さ
れ
や
、
聯
邦
政
府
の
財
政
は
た
め
に
頗
る
困
難
に
陥
っ
た
。
之
に
基

い
で
案
出
せ
ら
れ
た
の
が
濁
立
国
庵
制
度
(
』
ロ
宏
宮

E
2
4
2
E
C
4
3
1
3
)
で
る
っ
て
、

一
八
四

O
年
K
創
設
せ
ら
れ
、
翌
年
第

合
衆
園
銀
行
の
設
立
を
企
闘
せ
る
商
エ
黛
に
よ
っ
て
一
旦
廃
止
せ
ら
れ
た
が
、
四
六
年
に
復
活
を
見
、
以
て
一
九
一
=
一
年
聯
邦
準
備

制
度
創
設
に
ま
で
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
四
六
年
の
規
定
に
よ
れ
ば
、

ウ
オ
シ
ン
ト
ン
に
本
金
庫
、
関
内
重
要
都
市
に
文
金
庫
を
置

き
、
と
L
に
於
て
閥
庫
金
の
取
扱
並
に
保
管
を
な
す
の
で
る
っ
て
、
且
つ
図
庫
に
於
け
る
牧
支
は
、
南
北
戦
争
後
岡
立
銀
行
制
度
が

設
け
ら
る
L
ま
で
は
、
織
で
正
貨
を
以
て
せ
ら
る
べ
き
定
め
で
あ
っ
た
。
か
〈
て
財
政
機
闘
と
銀
行
と
が
絶
縁
す
る
と
同
時
に
、
財

政
牧
支
手
段
と
し
て
の
貨
幣
と
一
般
流
通
手
段
と
し
て
の
貨
幣
と
は
匝
別
せ
ら
る
L

こ
と
L

怠
っ
た
。
従
っ
て
財
政
土
の
疋
貨
主
義

は
徹
底
し
句

巾
央
政
仰
の
財
政
立
紙
幣
倒
備
の
鑓
勧
に
よ
る
直
接
的
影
響
乞
品
川
が
る
L
'
f一
得
た
が
、

k
コ
立
す
?
ピ

'
M
:
3
h
z津
市
虫
九
し
?
"
リ
「
.

4』
斗
ノ

H
M
E
ト
J
〆e
石
』
属

E初
比
巾
」
h

不
可
能
と
た
り
、
金
融
界
は
い
は
ば
無
政
府
欣
態
に
放
任
せ
ら
る

L
K
至
っ
た
。

併
し
乍
ら
と
の
制
度
に
よ
っ
て
正
貨
の
使
用
を
高
め
、
以
て
銀
行
紙
幣
に
針
す
る
需
要
を
減
や
ペ
き
事
が
期
待
せ
ら
れ
た
と
と
出

健
全
通
貨
主
義
の
主
張
の
一
部
を
取
入
れ
た
も
の
と
見
る
こ
止
が
出
来
よ
う
。
デ
ユ
ウ
イ
も
い
ふ
か
〈
貫
に
凋
立
岡
出
席
制
度
は
、
州

立
銀
行
に
針
し
勝
又
聯
邦
銀
行
に
針
す
る
一
の
抗
議
で
あ
っ
た
。
見
方
を
換
へ
れ
ば
こ
の
制
度
は
健
全
通
貨
主
義
と
通
貨
膨
張
論
と

の
緩
衝
物
で
る
っ
て
、
周
部
及
南
部
の
無
制
限
的
通
貨
膨
張
八
一
川
も
こ
の
貼
に
於
て
一
の
限
界
を
有
し
た
と
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

一
、
南
北
戦
争
後
の
通
貨
論
争

(
イ
)
岡
立
銀
行
制
度

一
八
六
三
年
の
国
立
銀
行
保
例
及
び
翌
年
の
修
正
保
例
に
競
っ
て
困
立
銀
行
制
反

(
Z耳目。

E回
世

n
s
r
E四

ア
メ
リ
カ
経
済
の
愛
蓮
と
通
貨
論
争

O 
七

第

焼

一O
七

第
四
十
四
巻

Fa"lI叩er，T-L U. ; Americ.:m Econo:mk l-:l:istory， 3. ed'J p. 231. 
Dewey; ibid.， p. 259・
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ア
メ
リ
カ
艇
怖
の
獲
詮
ル
」
泊
貨
諭
宇

第
四
十
四
巻

第

君主

O 
i¥. 

O 
i¥. 

g
t
Z
E
)
が
創
設
せ
ら
れ
た
。
そ
の

H
的
は
南
北
戦
争
に
際
し
て
聯
邦
政
府
が
夜
行
せ
る
五
額
の
ふ
ハ
債
に
判
ず
る
市
場
を
抜
大
し
、
併

せ
て
銀
行
表
及
護
雰
銀
行
制
度
を
統
一
す
る
に
あ
っ
た
。
と
の
制
度
を
支
持
寸
一
る
論
議
の
嬰
賦
は
、
(
一
)
乙
の
制
度
は
多
種
多
松
の

州
立
銀
行
紙
幣
に
代
っ
て
費
一
た
る
泊
貨
を
供
給
す
る
で
あ
ら
う
と
と
、
(
二
)
州
立
銀
行
紙
幣
の
不
常
た
る
膨
張
を
閉
止
す
る
で
あ

h

り
v

フ
乙
ム
」
、

(
三
)
州
立
銀
行
制
度
の
下
で
は
銀
行
及
銀
行
紙
幣
の
分
布
駅
態
が
地
域
的
に
頗
る
不
公
平
で
あ
る
が
、

之
は
閥
立
銀
行

制
度
に
よ
っ
て
矯
一
千
一
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
こ
と
、

(
四
)
州
J

凡
銀
行
制
肢
の
下
で
は
辿
貨
の
膨
張
・
収
縮
土
門
に
急
激
に
し
て
安
定
を
快

く
む
と
司

、E
J

-

4
で

u
~

h

-

l

i

』

i
:
;
・

-

:

》

〉

]

(
五
)
州
J
M
銀
行
の
叡
幣
務
行
は
政
的
か
凶
席
裕
裁
昨
恐
れ
に
よ
引
で
科
パ
司
法
品
市
ノ
伽
止
片
J
M
叫

3
7
h
と
止
笥
で
諾
ぺ
て
初

ふ
る
に
南
北
戦
争
を
機
舎
に
、
州
の
自
治
主
義
に
針
し
凶
民
意
識
乃
至
国
家
主
義
の
按
顕
著
し
か
り
し
事
も
、
同
立
銀
行
制
皮
支
持

論
の
有
力
た
る
背
景
を
た
し
て
ぬ
た
事
を
忘
れ
て
は
た
ら
た
い
@

保
例
の
表
決
に
際
し
て
民
主
薬
(
聯
邦
共
和
黛
の
後
身
)
は
全
部
反
針
投
票
を
た
し
た
。
併
し
多
数
を
以
て
可
決
せ
ら
れ
た
事
は
.

勿
論
南
部
諸
州
が
表
決
に
加
っ
て
ゐ
左
い
事
を
考
慮
に
入
れ
た
け
れ
ば
友
ら
な
い
が
、
健
全
通
貨
主
義
・
聯
邦
主
義
の
勝
利
を
意
味

す
る
も
の
に
外
た
ら
左
い
。
尤
も
凶
立
銀
行
制
度
は
南
北
戦
争
以
前
の
合
衆
闘
銀
行
の
如
き
集
中
的
た
も
の
で
は
た
く
、
地
方
的
色

彩
を
多
分
に
存
し
て
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
国
民
経
済
的
に
見
て
無
秩
序
た
る
地
方
銀
行
制
度
に
代
ふ
る
に
、
国
家
の
統
制
す
る
秩
序

あ
る
地
方
銀
行
制
度
を
以
で
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
黙
に
於
て
政
府
の
特
許
に
よ
る
軍
一
夜
券
銀
行
主
義
と
州
の
自
治
に
基
く
多
数

護
家
銀
行
主
義
と
の
安
協
で
あ
り
折
衷
で
あ
る
が
、
併
し
こ
の
制
度
が
寅
現
し
た
事
は
、
か
つ
て
敗
返
せ
る
商
工
業
地
域
の
健
全
通

貸
主
義
が
再
び
そ
の
勢
力
を
盛
返
し
た
事
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
南
北
戦
争
後
、
交
リ
削
機
出
聞
の
護
連
・
家
産
法
共
他
諸
法
律
の
制
定
・
器
禁
機
械
一
の
普
及
等
に
よ
っ
て
西
漸
運
動
一
が
進
展

之は186IJjCIE貸支梯停止後、州立銀行がE貨を手離してゲリ-y~-: ヴグを
党換準備に7Eて、以て自己の紙幣を膨去せしむゐ;~: 16j時に、fj日接に凶庫詮券
の市場を狭溢ならしめたことを意味する。
Dewey; ihid.，. pp. 3却 -326
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し
、
ま
た
南
部
諸
州
も
再
び
聯
邦
に
加
は
る
に
及
ん
で
、

西
部
及
南
部
の
農
業
地
域
の
岡
立
銀
行
制
度
に
封
ず
る
批
判
が
始
っ
た
。

先
づ
此
制
度
は
都
市
の
少
数
者
に
官
を
法
ら
し
む
る
濁
占
的
制
度
友
る
が
放
に
、

と
の
制
度
が
存
績
せ
ら
る
e
へ
き
左
ら
ば
そ
の
保
件

を
も
っ
と
寛
容
に
す
る
か
、
さ
も
攻
け
れ
ば
銀
行
券
を
廃
し
て
政
府
紙
幣
に
代
位
せ
し
む
べ
し
と
論
ぜ
ら
れ
た
。
私
的
濁
白
樫
に
よ

る
よ
り
も
政
府
に
よ
る
通
貨
の
膨
張
・
牧
縮
の
方
が
、
ま
た
前
者
の
代
科
物
た
る
紙
幣
よ
り
も
政
府
紙
幣
を
流
泊
さ
せ
る
方
が
、

り
民
主
h

義
的
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
ご
第
二
に
図
立
銀
行
は
二
重
の
利
袋
、
邸
ち
政
府
に
預
託
せ
る
公
債
利
子
並
に
こ
の
公
債

の
代
り
に
得
た
る
紙
幣
を
貸
出
し
て
得
る
利
子
を
牧
得
す
る
と
の
非
難
が
起
っ
た
。
第
三
に
は
同
立
銀
行
総
幣
介
布
の
地
域
的
不
公

平
が
皐
げ
ら
れ
た
。
即
ち
銀
行
券
焚
行
額
は
全
闘
を
通
じ
で
一
一
一
低
弗
に
限
定
せ
ら
れ
・
そ
の
乍
摘
は
人
口
に
感
じ
他
の
半
額
は
既
存

銀
行
の
現
布
資
本
命
日
札
資
庄
一
相
に
燃
じ
て
、

各
州
に
挟
介
サ
ら
れ
た
か
ら
.
制
切
ひ
創
れ
況
は
東
側
諸
川
に
偏
出
せ
宮
る
を
待
bZ
か
っ

た
。
こ
れ
通
貨
の
膨
張
を
欲
ナ
る
間
部
及
南
部
の
人
遣
を
し
て
、
岡
立
銀
行
が
東
部
商
工
資
本
家
の
澗
占
物
な
り
?
と
叫
ば
し
め
た
重

る1RJ要
。た
る
論
協
で
あ
てコ
て

此
主
張
は
政
府
紙
幣
九
酬
と
合
し
て
一
八
七

O
年
頃
一
時
凶
立
銀
行
制
度
を
危
殆
に
瀕
せ
し
め
た
の
で
あ

一
八
七

O
年
に
銀
行
採
務
行
線
額
を
三
億
五
千
四
百
高
弗
に
増
加
し
た
の
は
、
泊
貨
膨
張
論
者
の
主
張
を
容
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
o

更
に
一
八
七
五
年
の

rm
貨
免
換
復
師
保
例
(
同

2
E
1
5
k
pの
こ
に
於
て
は
、
銀
行
然
環
行
線
額
に
闘
す
る
制
限
を
撤
廃
し
、
且
つ
今
後

焚
行
せ
ら
る
L
岡
正
銀
行
祇
幣
制
の
八

O
%
に
相
賞
す
る
政
府
紙
幣
を
岡
牧
す
る
(
但
し
政
府
紙
幣
流
週
初
が
=
一
億
弗
に
至
れ
ば
阿
肢
を
打

切
る
)
こ
と
h

せ
ら
れ
た
。
首
時
間
部
及
南
部
に
於
て
は
、
図
債
投
資
よ
り
も
商
取
引
に
よ
る
利
谷
大
た
り
し
た
め
二
八
七

O
一
年
の

僚
例
改
正
も
結
局
紙
幣
分
布
の
不
公
平
を
矯
正
す
る
に
五
ら
や
、
識
者
を
し
て
通
貨
膨
張
論
の
貫
撃
さ
を
疑
は
し
め
た
加
、
向
ほ
膨

ア
メ
リ
カ
線
桝
の
後
遺
と
運
賃
論
争

第

競

O 
九

第
四
十
四
巻

O 
1u 

よ

叩
4
2
J
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ア
メ

p
カ
経
済
の
設
建
と
週
貨
論
争

第
四
十
四
巻

C 

第

銑

C 

張
論
強
く
、
刊
紙
に
上
述
の
保
例
に
於
て
向
白
銀
行
主
義
を
規
定
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
之
に
よ
っ
て
西
部
及
南
部
に
於
で
も
白
山

に
銀
行
を
組
織
す
る
こ
と
が
出
来
、
此
佐
一
寸
の
地
域
の
不
平
の
原
因
た
る
通
貨
及
信
用
制
度
の
不
適
営
に
よ
る
不
利
盆
は
幾
分
救
桝
さ

れ
た
。
併
し
彼
等
の
欲
す
る
通
貨
膨
張
は
政
府
紙
幣
に
よ
る
銀
行
紙
幣
の
代
位
に
よ
っ
て
の
み
建
せ
ら
れ
る
と
信
じ
た
が
故
に
、
闘

立
銀
行
制
度
に
針
す
る
反
針
論
は
依
然
継
続
せ
ら
れ
た
の
で
あ
出
。

(

E

)

グ
リ
1
シ
、
ハ
ッ
ク
道
動

国
立
銀
行
制
度
に
針
す
乙
反
割
論
付
、
、
通
貨
膨
張
を
敬
寸
る
立
揚
に
於
て
は
、
官
然
グ
リ
ー
ン

九
ツ
ク
潅
生
命
上
一
布
、
ヌ
つ
ハ
吃
。

;
4
1
=一日
=
u
t
i
-
咽

1
;

よ
っ
て
泊
貨
古
川
の
吟
味
在
比
方
制
忙
肱
映
し
よ
う
c

グ
ワ
l
ン
パ
ッ
ク

(
t
R
S川
U
H
U
)
は
平
ん
よ
品
日
~

も
た
く
南
北
戦
守
に
際
し
て
、
戦
費
調
達
の
一
手
段
と
し
て
、

一
八
六
二
年
よ
り
三
年
に
亙
っ
て
設
行
せ
ら
れ
た
政
府
紙
幣
で
る
つ

て
、
そ
の
綿
額
は
四
億
五
千
高
弗
に
上
っ
た
。
而
し
て
そ
れ
は
結
局
不
換
紙
幣
と
泣
り
、
且
つ
一
八
六
一
年
に

E
貨
支
排
を
停
止
せ

る
結
呆
、
政
府
の
短
期
債
務
も
亦
通
貨
と
同
様
に
流
通
し
、
廿
唱
に
戦
時
中
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
起
り
、
物
債
騰
貴
を
激
成
し
た
、

之
に
よ
っ
て
債
模
者
並
に
俸
給
及
賃
銀
生
活
者
は
頗
る
打
撃
を
家
り
、
政
府
の
財
政
も
亦
歳
入
の
賓
質
的
減
少
に
よ
っ
て
困
窮
し
た
。

一光
K

グ
リ
ー
ン
パ
ッ
ク
の
後
行
は
一
時
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
図
立
銀
行
反
針
論
に
射
し
て
は
、
銀
行
紙
幣
は
州
立
銀
行
紙
幣
を

排
除
す
る
よ
り
も
、
寧
ろ
一
時
的
友
グ
リ
ー
ン
パ
ッ
ク
に
代
っ
て
、
永
久
的
た
通
貨
た
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
の
設
明
も
た

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
だ
。
こ
の
一
時
的
性
質
に
基
き
、
且
つ
上
述
の
不
健
全
友
る
通
貨
膨
張
に
鑑
み
、
戦
後
政
府
は
グ
リ
ー
ン
パ
ツ

ク
の
岡
牧
に
着
手
し
、

一
八
六
八
年
に
は
岡
牧
停
止
と
た
り
ま
た
七
三
年
の
恐
慌
に
際
し
て
は
却
っ
て
増
溌
を
も
見
た
が
、
翌
年
七

月
の
僚
例
に
よ
っ
て
流
通
最
高
額
を
三
億
八
千
一
一
百
高
弗
に
限
定
し
、
更
に
七
五
年
に
は
前
越
の
正
貨
免
換
復
節
僚
例
が
議
曾
を
遇

過
し
た
。
而
し
て
結
局
七
九
年
五
月
末
の
流
通
高
三
億
四
千
六
百
六
十
人
高
弗
を
以
て
岡
牧
を
打
切
り
、
右
の
保
例
に
複
合
せ
る
如

Hepburn j ibid.， p. 321. 
Hepbum; ibid.， p. 307 
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〈
、
翌
年
一
月
よ
り
先
換
を
開
始
し
た
の
で
あ
っ
た
。

右
の
岡
牧
並
に
正
貨
A
L
換
復
蹄
の
過
程
に
於
て
、
此
等
の
諸
方
策
に
反
針
し
た
の
は
西
部
及
南
部
の
農
民
で
る
っ
た
。
査
し
首
時

農
産
物
債
は
生
産
過
剰
の
結
果
急
激
に
下
落
し
つ

L
あ
り
、
通
貨
債
値
の
同
復
は
之
を
助
長
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
a

ま

た
経
替
設
備
撰
張
の
た
め
、
震
民
陀
は
農
地
を
鎗
保
に
し
て
借
金
せ
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
‘
今
や
債
格
下
落
せ
る
農
産
物
を
面
買
っ

て
得
た
る
、
而
も
債
値
高
き
貨
幣
を
以
て
債
務
の
燐
済
に
充
て
古
る
を
得
左
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
彼
等
は
不
換
紙
幣
と
し

て
の
グ
リ
ー
ン
バ
ッ
ク
擁
護
漣
動
に
狂
奔
し
た
が
、
此
運
動
に
結
び
つ
い
て
一
八
七
六
年
に
は
グ
リ
ー
ン
パ
ッ
ク
黛
な
る
政
紫
が
組

織
せ
ら
れ
た
。
そ
の
主
張
は
正
貨
一
党
抽
出
後
腕
僚
例
の
徹
底
、

日
歩
一
銭
を
超
え
ざ
る
利
附
設
公
に
換
へ
得
る
政
府
紙
幣
の
殻
行
‘
図

立
銀
行
悦
幣
乃
慨
止
、

:
i
i
{
)
h
 
会
貨
外
債
の
後
行
然
止
山
下
マ
で
め
っ
て
、
要
ず
ら
に
金
b
E
基
礎
L
C
ナ
ゐ
治
州
民
削
A
M
b
q
…
排
除
し
.
闘
μ
山
在
先
晩
の

甘
郡
勝
.
と
す
る
紙
幣
を
以
て
泊
貨
の
本
臨
と
な
さ
ん
と
す
る
に
あ
る
。
そ
の
論
擦
に
は
、
通
貨
の
後
行
は
政
府
の
機
能
に
属
し
・
私
人

に
委
ぬ
べ
か
ら
ざ
る
至
上
の
構
利
で
あ
る
と
の
見
解
が
あ
り
、
と
の
見
解
が
図
民
主
義
及
民
主
主
義
精
神
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る
と
同

時
に
、
自
然
的
に
且
つ
急
速
に
不
換
紙
幣
主
義
の
認
容
に
ま
で
噂
い
た
の
で
る
&
。

グ
リ
l
y
パ
ッ
ク
擁
護
論
者
の
主
張
の
一
部
は
費
現
し
て
、
或
は
一
八
六
八
年
及
七
八
年
の
紙
幣
同
収
停
止
と
な
り
、
或
は
医
貨

先
換
復
腕
僚
例
中
の
紙
幣
廃
棄
像
情
明
の
撤
廃
と
恋
っ
た
。
併
し
結
局
に
於
て
健
全
通
貨
主
義
の
勝
利
K
怒
っ
た
h
め
、
グ
リ
ー
ン
バ

ッ
ク
黛
の
勢
力
は
一
八
八
二
年
の
閣
立
銀
行
の
特
許
更
新
に
闘
す
る
保
例
通
過
後
著
し
く
表
額
し
た
が
、
通
貨
膨
張
論
は
依
然
繕
積

し
た
。
而
も
そ
れ
は
銀
運
動
た
る
別
個
の
形
を
と
つ
で
現
は
れ
た
の
で
あ
る
。

(
ハ
)
銀
運
動

一
八
三
四
年
の
法
律
に
よ
っ
て
、
金
銀
の
法
定
比
債
は
一
五
・
九
八
割
一
と
せ
ら
れ
た
が
.
と
れ
は
多
少
金
を

ア
メ

F
カ
経
済
の
愛
建
と
遇
貸
論
争

第
四
十
四
谷

第

披

Dewey; ibid.，p. 379 
Dewey; ibid.， p. ;;82 
HeplJurn; ibid.， p. 327 
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ア
メ
リ
カ
料
消
の
後
遺
と
語
貨
論
争

第
四
十
四
巻

第

銃

過
大
評
倒
せ
る
た
め
、
銀
貨
は
流
通
界
よ
り
姿
を
淡
し
、
制
度
上
は
金
銀
岡
本
位
制
で
る
っ
た
け
れ
ど
も
、
事
賃
上
は
金
軍
本
位
制

と
具
ら
一
な
か
っ
た
。
此
欣
態
は
南
北
戦
争
後
に
も
及
び
、
結
局
議
舎
は
一
八
七
コ
一
年
に
至
り
、
銀
貨
の
法
貨
た
る
事
は
依
然
之
を
認

む
る
も
、
爾
後
そ
の
信
用
法
を
停
止
す
る
旨
の
法
律
を
通
過
し
た
。
此
法
律
は
銀
擁
護
持
の
非
難
の
的
と
な
っ
た
が
、
偶
と
官
時
は
銀

偵
の
世
界
的
暴
幕
時
代
た
り
し
た
め
、
治
貨
膨
張
論
者
は
之
を
機
舎
に
銀
擁
護
者
と
千
を
握
り
、
事
質
上
の
銀
本
位
制
の
復
前
に
活

泣
す
る
と
と
L
友
っ
た
。
印
ち
例
へ
ば
一
八
八
六
年
に
は
銀
貨
一
弗
の
金
的
侃
は
九
十
仙
に
暴
落
す
る
と
い
ふ
布
様
た
り
し
た
め
、

計
一
』
/
な
り
己
七
川
L
T
h

也
コ
f
7
ド
汀
(
官
民
主
河
川
r
E
r
d
h斗

f
a
っ
7

J

L

」
平
う
工
、

↓1
4
!
i
占
ι
ι
ι
ハ
i
I
J
!自
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l
i
h
d
t
d
v
/
v
A
1
4見
イ

l
J
h
J
F
R
H
d
-
ユ』

i

d

、J
j
l
L
'

誕
生
土
へ
t
u九
九
γ
一
布
市
中
h
k
り
眠
不
-
1
由
主
同
凡
庇
土
喪
主
両
日
直
こ

d
7
L
イ

J

1

7
ス

j
l
j
i
-
-
f
J
j
f
f
1
l

落
付
く
ぺ
し
ム
」
考
へ
、
落
に
通
貨
膨
張
論
者
と
涼
銀
利
訴
と
の
握
手
を
見
た
の
で
あ
る
。

銀
運
動
の
主
張
は
、

一
八
七
八
年
グ
リ
ー
ン
バ
ッ
ク
の
先
換
凶
始
に
際
し
て
一
部
分
賓
現
し
た
。
卸
ち
免
挽
の
恭
礎
と
し
て
金
銀

岡
本
位
制
が
採
則
せ
ら
れ
た
の
で
る
っ
て
、
同
年
の
ブ
ラ
ン
ド
・
ア
リ
ソ
ン
僚
例
に
は
.
政
府
は
毎
月
二
百
寓
弗
乃
五
四
百
寓
弗
の
銀

塊
を
市
偵
を
以
て
臨
入
し
之
を
本
位
銀
貨
に
銭
迭
す
べ
き
事
、
国
庫
に
十
弗
以
上
の
銀
貨
を
預
託
す
る
も
の
に
針
し
で
あ
ら
ゆ
る
公

納
に
充
て
得
る
銀
生
砕
を
交
付
す
る
事
等
が
規
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
規
定
は
一
面
に
は
、
同
年
の
グ
リ
ー
ン
パ
ッ
ク
岡
牧
打
切
と
共

に
、
図
立
銀
行
紙
幣
の
増
加
を
阻
止
す
る
目
的
を
有
せ
し
も
の
で
あ
っ
た
v
併
し
銀
運
動
は
之
に
よ
っ
て
も
怒
謁
せ
守
、

一
八
九

O

年
に
は
シ
ヤ
1
7
ン
銀
購
入
保
例
を
制
定
せ
し
め
た
。
之
に
よ
れ
ば
大
蔵
省
は
(
一
)
銀
の
市
慣
が
一
オ
ン
ス
に
付
一

二
九
・

O
二
仙

以
下
た
る
限
り
、
時
僚
に
よ
っ
て
毎
月
四
百
五
十
寓
オ
ン
ス
ま
で
銀
塊
を
購
入
し
、
(
一
一
)
此
銀
塊
に
針
し
て
額
面
一
弗
乃
至
十
弗
の

大
蔵
省
詮
雰
を
議
行
し
、
無
制
限
法
貨
と
し
て
流
通
せ
し
め
、
且
つ
大
破
大
臣
の
判
断
に
従
っ
て
金
貨
又
は
銀
貨
と
免
換
す
る
の
で

る
っ
て
、
金
銀
岡
本
位
制
の
基
礎
は
径
と
確
立
し
た
。
否
寧
ろ
金
本
位
制
の
基
礎
は
却
て
危
〈
在
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
唯
一
の

E王epburn;ibid.， i'. 324 25) 



守
り
は
銀
の
購
入
額
を
重
量
で
定
め
た
と
と
で
あ
っ
た
。

併
し
乍
ら
列
閣
の
金
本
位
制
採
用
の
趨
勢
に
鑑
み
、

一
八
九
三
年
に
銀
鱗
へ
僚
例
は
一
段
止
せ
ら
れ
た
Q

底
止
に
針
す
る
上
院
の
投

面
市
は
全
く
地
域
的
で
あ
っ
て
、
印
ち
南
部
及
四
部
選
出
の
議
員
は
奉
っ
て
廃
止
に
反
封
し
た
。
此
情
勢
は
九
三
年
の
大
統
領
選
出
事
に

反
映
し
、
邸
ち
民
主
黛
に
結
成
せ
る
農
民
は
、
金
本
位
制
を
主
張
す
る
東
部
の
勢
力
を
由
民
一
の
支
配
よ
り
脇
遂
し
て
、
法
定
比
債
に
よ

る
銀
貨
の
自
由
無
制
限
矯
迭
を
以
て
最
重
要
な
る
綱
領
と
し
た
。
而
し
て
同
年
の
混
血
争
は
結
局
金
本
位
制
に
よ
る
健
全
通
貨
主
義
の

一
九

O
O年
ω
金
草
本
位
制
採
別
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
初
。

勝
利
に
蹄
し
た
が
、
銀
通
勤
は
向
ほ
執
劫
に
縫
緩
せ
ら
れ
、

回
、
結

五吾

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
於
て
は
、
十
九
世
紀
を
通
じ
て
、
健
全
通
貨
諭
A
通
貨
膨
張
論
と
の
治
機
た
る
論
争
が
行
は
れ
た
。
之
を
概

観
す
る
に
、
園
初
に
於
て
は
聯
邦
主
義
者
に
よ
っ
て
健
全
通
貨
論
が
主
張
せ
ら
れ
、
統
一
的
登
記
抽
銀
行
と
し
て
合
衆
園
銀
行
が
設
立

せ
ら
れ
た
。
之
は
、
憲
法
が
新
興
資
本
家
階
級
の
利
益
乞
主
限
と
し
て
制
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
同
様
に
、
東
北
部
の
商
工
業

地
域
め
利
盆
を
擁
護
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
併
し
共
後
四
漸
運
動
が
進
展
し
、
農
業
地
域
の
政
治
的
経
済
的
勢
力
が
大
と
な
る
に

従
ひ
、
通
貨
の
膨
張
を
欲
す
る
農
業
利
益
は
、
聯
邦
主
義
に
反
針
し
て
州
立
銀
行
の
残
展
を
笠
ん
だ
。
か
く
て
第
二
合
衆
図
銀
行
の

解
散
並
に
共
後
の
州
立
銀
行
の
設
展
は
、
商
工
資
本
主
義
に
謝
す
る
農
業
の
、
ま
た
商
工
業
地
域
に
針
す
る
農
業
地
域
の
勝
利
を
意

味
し
た
。

併
し
乍
ら
南
北
戦
争
に
際
し
て
、
健
全
通
貨
論
が
再
び
努
力
を
同
復
し
、
岡
立
銀
行
制
度
の
創
設
に
よ
っ
て
、
戎
程
度
そ
の
主
張

ア
メ

p
カ
経
済
白
設
建
と
通
貨
論
争

第
四
十
四
巻

一一

第

銃

一一

Faulkner; ibid.， p. 635. 
ibid.; pp. 638-9・
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ア
メ

p
カ
鯉
演
の
設
建
と
通
貨
論
争

第
四
十
四
巻

四

第

競

一
一
回

を
貫
現
し
た
。
思
ふ
に
商
北
戦
争
は
、
合
衆
闘
の
長
の
意
味
に
於
け
る
同
家
的
統
一
へ
の
大
な
る
衿
石
で
あ
っ
た
。
勿
論
岡
出
家
的
統

一
意
識
を
生
出
し
た
も
の
は
、
北
部
の
商
工
資
本
家
?
あ
る
。
挟
言
す
れ
ば
費
本
主
一
義
的
統
一
岡
家
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
殻
展
は

南
北
戦
争
を
以
て
そ
の
新
た
友
る
開
発
黙
と
し
た
の
で
あ
る
。
併
し
産
業
の
姉
域
的
分
化
は
之
を
以
て
解
消
し
た
わ
け
で
は
左
い
。

か
く
て
西
部
及
南
部
は
、
戦
前
に
引
制
き
地
質
膨
張
を
主
駅
し
、
戦
争
後
の
西
漸
運
動
の
飛
躍
的
設
展
に
よ
る
農
業
地
域
の
政
治
的
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叩
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銀
擁
護
者
と
握
手
し
て
銀
本
杭
制
の
確
立
を
期
し
、
以
て
主
張
の
貫
徹
を
計
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
や
、
通
貨
膨
張
論
の
力
は
、
健

全
通
貨
論
の
賓
現
を
多
少
遅
延
さ
せ
る
か
、
若
く
は
そ
の
質
現
欣
態
を
緩
和
さ
せ
る
以
上
に
は
出
で
友
か
っ
た
。
之
れ
農
業
利
徒
に

針
す
る
商
工
利
径
の
勝
利
b
t

意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
勝
利
の
裏
に
は
、
戦
後
商
工
業
が
農
業
以
上
の
速
度
を
以
て
抽
出
展
せ
る

事
貨
の
存
せ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

此
聞
に
於
て
注
意
す
べ
き
は
、
南
北
戦
争
以
前
の
通
貨
膨
張
論
が
、
地
方
八
?
権
主
義
・
州
自
治
主
義
と
関
聯
せ
る
に
劉
し
、
戦
争

後
の
そ
れ
が
一
種
の
国
家
主
義
と
結
び
つ
い
て
、
政
府
紙
幣
に
よ
る
通
貨
膨
張
を
主
張
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
之
は
一
見
矛
盾
た
る
が

如
く
に
し
て
矛
盾
で
は
た
か
っ
た
。
荒
し
近
代
資
本
家
の
掌
中
に
あ
る
通
貨
よ
り
も
、
人
民
の
も
の
で
あ
る
政
府
の
護
行
す
る
通
貨

の
方
が
、
彼
等
の
根
本
主
張
売
る
民
主
主
義
精
榊
に
よ
り
よ
く
適
ふ
か
ら
で
あ
る
。


